










季 刊 ･第 23巻-I
原 著
1･ 昆虫のグルタミン恨脱水素酵累に及ぼすロチノーン及びその訪印体の彫響
田 沢 長 次 郎 ･搾 見 切 -
〇･ ホモ郡一対酸と関連化公物の合成
脚 m 純 郎 ･近 水 脈 好 ･井 上 雄 三 ･-･------･･･-･･･5
:).Dr)Tの抵抗性から見たモンシロチョウとヨトウガの幼虫における DT)T
の浸透と代謝
小 島 建 一 ･永 江 祐 治 .石 塚 忠 克 ･椎 野 明 雄･･-･･- ･- ･-････12
4.Lightt/apに捕果される蚊成虫相の周年遷移について
松 尾 喜 久 男
5.α-MethylmuconicAcidの幾何異性体
杉 田 利 夫 ･井 上 雄 三 ･大 野 稔-------･-- --27
6. ピレトリン及びアレス1)ンに対する家蝿の忌避性 (忌避剤 ･溺引剤につい
て 郡 2報)




8. マラソン粉剤の安定性について (有機燐製剤に関する研死 第3報)
松 本 約 疏 ･上 田 - 誠
9. ゴキプ1)のデイール ド1)ン巾tEftlj庄状の神経機能 (殺虫剤の作用機構に関す
る研死 卵16報)
山 崎 輝 男 ･櫓 橋 敏 夫
財 団 法 人 防 虫 科 学 研 究 所
京 都 大 学 内




Edl'Lor SankichiTAKEI AssociateEdl'Lor SyunroUTIDA
EditoHalBoL7rd









3. ThePenetrationand Metabolism ofF',t'-DnT intheDDT-




























防 虫 科 学 訂 23 巷-I
poisoningsymptomsadvancedtotheinlt王alstage










deve一opingataxiaor convulsion or folowing
injectionofdieldrinsuspensionintheleg･
~Tlemechanism ofdeve一opmentof d`ieldrin
























'3) IShi, T.:The Twenty Fifth Annual
MeetingoftheZoologicalSocietyofJapan,
Tokyo(1954).
































23) - .- :UnpubliSも占dobservAtiom.
･第6回国際熱帯病及びマラリヤ会議･,
本会議は本年9月5日から13日までポルトガル政府後援のもとに.)スボンで開催されます. これに
ついて準備委員長の J.FragadeAzevedo教授から,防虫科学研究所宛に協力方および可能ならば
代表を泥道するよう依祝して来ております. なお出席申込苔とともに会議の内容を記したパンフ.レ.ット
も参っておりますから,その由こ にゝお知らせいたします. ･
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